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第２号様式 

会 議 議 事 録 

 

１ 会議名 令和元年度 第２回長岡市図書館協議会 

２ 開催日時 令和２年２月18日 (火曜日) 

午後２時から午後３時30分まで 

３ 開催場所 長岡市立中央図書館 ２階 講座室１ 

４ 出席者名 （委 員）７名 

渡邉誠介委員長 淵本紀子副委員長  山本久委員 

渡邊茂夫委員    遠藤悦子委員   大川いずみ委員 

酒井実通男委員  

  

（事務局）11名 

小池教育部長 山田館長 中村館長補佐 梶山庶務係長 

松矢奉仕係長 田中文書資料室長 井口主査  

指定管理者：長谷川統括責任者 渡辺業務チーフ 

中心市街地整備室：松尾課長 近藤課長補佐 

 

（傍聴人）０人 

５ 欠席者名 堀口真利子委員、八木浩幸委員、北沢一美委員 

６ 議題 （１）報告事項  

①令和元年度の主な事業について 

②大手通坂之上町地区市街地再開発事業について 

（２）協議事項  

①令和元年度長岡市立図書館の活動評価（案）について 

②令和２年度の運営方針（案）について 

③令和２年度の主な事業計画（案）について 

 

７ 審議結果の概要 議題(１)について  

報告事項①、②について説明があった。  

議題(２)について  

協議事項①について、重点事項評価１項目をＢからＡに修正し、

決定した。 

協議事項②、③について事務局提案のとおり決定した。 
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８ 審議の内容 

委員長 

 

 

 

事務局・館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

委員長 

 

委員長 

 

 

事務局・中心市街地整 

備室課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議事（１）に入ります。 

報告事項「①令和元年度の主な事業について」事務局から説明を

お願いします。 

 

それでは、令和元年度の主な事業について説明いたします。令和

元年度につきましては、資料１に記載のとおりの事業を中心に行っ

ております。 

１番の「子ども読書活動の推進」につきましては、第二次長岡市

子ども読書活動推進計画に基づき、家庭、地域、保育園・幼稚園、

小中学校、図書館が互いに連携を図り子どもの読書活動を推進して

おり、記載のとおりの事業を中心に行っております。 

２番の「美術センター自主企画事業」につきましては、「中央図

書館所蔵版画展」を行いました。 

３番、４番の「中央図書館施設設備の改修」、「地域図書館の施

設設備の改修」につきましては、経年劣化で傷んだ設備を記載のと

おり修繕したものであります。 

各事業の詳細につきましては後ほど活動評価の中でご説明させ

ていただきますが、令和元年度の主な事業の概略については以上で

す 

 

ただ今の説明について、ご質問ご意見がある方はお願いします。 

 

 報告事項ですので、事務局の説明でよろしいですね。 

 

次に、報告事項「②大手通坂之上町地区市街地再開発事業につい

て」事務局から説明をお願いします。 

 

それでは、大手通坂之上町地区市街地再開発事業について説明い

たします。配布してあります資料２は、昨年８月に市議会で事業の

整備状況を説明した際の資料です。本日は、市が整備を進めている

「米百俵プレイス」の「人づくり・学び・交流エリア」の中の「ま

ちなか図書館」を中心にご説明いたします。 

最初に事業スケジュールについてですが、。昨年の３月に国土交

通大臣から再開発計画の事業認可を受けまして、ＵＲ都市機構が施

行者となって本事業を進めております。今年度は、ＵＲ都市機構が

権利者と交流を図りながら作成した権利変換計画が交通大臣から

認可を受けまして、2月21日をもって権利変換期日を迎える運びと

なっております。権利変換というのは、権利者が従前に持っている
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委員長 

 

委員長 

土地・建物の権利を再開発後の権利に変換するもので、全ての権利

者が取得する資産の位置、面積、概算額が決定することになります。

来年度からは、権利変換計画に従って、工事等具体的な整備を進め

ていきます。図書館機能が入るエリアの計画スケジュールですが、

今年度は内装工事の実施設計を進めながら実施プログラムの管理

運営方法などについての概要をとりまとめております。来年度は具

体的な管理運営計画等を策定し、令和５年度の西館のオープン、令

和７年の東館のオープンの準備を進めていきます。 

次に権利変換計画の内容の中から、「人づくり・学び・交流エリ

ア」についてご説明します。施設の配置はＡ１街区からＣ街区まで

の４つの街区に分かれます。このうち、長岡市が取得する床はＡ２

街区からＢ街区にまたがっている「人づくり・学び・交流エリア」

約10,600平方メートルと「行政庁舎等」約1,050平方メートルにな

ります。 

「人づくり・学び・交流エリア」の基本方針ですが、人づくりと

産業振興を総がかりで支える地方創生の拠点として、長岡全域のイ

ノベーションの柱となり、新たなにぎわいと回遊性を高める人の流

れを生み出すことを目指しています。主な導入機能は、「人づくり・

学び」、「産業振興」、「にぎわい創出」の３つの機能です。これ

らの機能はそれぞれ別々に区画されているのではなく、互いに重な

って影響しあうことで、新たな価値を生み出していくことを目指し

ており、これが大きな特徴です。 

図書館機能が展開するフロアについての説明ですが、新しいスタ

イルの図書館機能というのは、「まちまか図書館」、「子どもラボ」、

「若者ラボ」、「歴史人物史展示」という機能で構成しています。

施設全体を本で繋いで、知的創造・にぎわい創出を図ることを目指

していきます。 

最後に施設維持管理費等の考え方、開館準備について、説明いた

します。施設維持管理費等につきましては、公共施設等管理計画に

基づき、まちなかの既存施設の機能配置や統廃合等を進めることに

より、まちなか全体の施設維持管理費を抑制しながら、一般財源の

負担が増すことがないように施設整備を進めていく方針でありま

す。また、民間事業者との協働による管理手法の導入や、実施設計

の精査により維持管理費の削減に努めていきます。施設運営費につ

いても、同様の考え方に基づき検討を進めていきます。 

 

ただ今の説明について、ご質問ご意見がある方はお願いします。 

 

それでは、この会議の中で皆様からいただいた情報を中心市街地
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委員長 

 

 

 

事務局・補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

委員長 

整備に伝えていくということでいきたいと思います。 

 

それでは、議事の（２）協議事項に入ります。 

まず、項目 ①「令和元年度長岡市立図書館の活動評価（案）に

ついて」、事務局から説明をお願いします。   

 

「資料３ 令和元年度長岡市立図書館の活動評価（案）」につい

ては、大きく２つに分かれております。２の評価項目の（１）基本

評価と（２）重点事項評価です。基本評価については、入館者数や

貸出冊数などの数値を目標値と比較して評価します。重点事項評価

は目的に沿った事業ができているかを評価するものです。３の評価

方法に記載してありますように、どちらもAAからCまでの４段階で

の評価となります。 

令和元年度の評価項目については、昨年の７月29日に開催した第

１回協議会において、事務局が評価項目を提案し、皆、委員の皆様

からご意見をいただき決定したものです。 

御手元の令和元年度活動評価（案）には、事務局が評価したもの

を記載しております。本日は、この評価に対して委員の皆様からご

審議をいただき、いろいろなご意見をいただいた上で、協議会とし

て評価を決定していただきます。なお、できるだけ審議の時間を確

保したいことから、昨年度と同様に、１ページに示してあります６

項目の重点事項のうち、５と６については内部評価のみとし、ここ

では審議しないこととしております。 

また、本日お示しした令和元年度の数値は、４月から12月までの

実績を基にした年度末見込みとなっておりますが、１年間分の実績

値での評価につきましては、来年度第１回協議会でご報告します。 

なお、審議の進め方については、渡邉委員長から皆様にお諮りい

たします。 

 

それでは、審議の進め方について委員の皆様にお諮りします。 

最初に、活動評価（案）の６、７ページにあります「基本評価」

についてご質問やご意見をいただき、評価を行います。次に８ペー

ジ以降の「重点事項評価」の項目ごとに評価を行い、最後に２ペー

ジにあります「４番 評価の概要」についてご審議をいただくとい

う進め方でよろしいでしょうか。 

 

 異議なし。 

 

なお、重点事項の５と６については審議をしませんので、重点事
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委員 

 

委員長 

 

 

事務局・奉仕係長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局・庶務係長 

 

 

 

 

項評価の最後に内部評価の結果を事務局より報告してください。 

また、図書館協議会としての意見については、本日皆様から出さ

れたご意見を委員長の私が集約するということでよろしいでしょ

うか。 

 

異議なし。 

 

それでは最初に「基本評価」について、協議をお願いします。事

務局から説明をお願いします。 

 

基本評価の利用状況についてご説明します。６ページをご覧くだ

さい。令和元年度の年度末見込み数値は、12月末までの実績値を基

に算出しております。 

中央図書館の入館者数の目標値32万9,300人に対して、年度末の

見込みが31万7,001人、達成率が96.3％となり、評価はBとなります。

30年度は、図書館開会100周年のイベントもあり、多くの来館者が

ありましたが、今年度は30年度に比べると来館者が減少しておりま

す。 

個人貸出冊数は達成率97.7％で評価はB、予約件数は達成率が

98.1％で評価はB、有効登録者数と実登録者数は、いずれも評価はB

となります。 

インターネットアクセス件数については前回の図書館協議会で

もご指摘をいただきましたが、現在、スマートフォンからアクセス

をカウントできない状態になっています。この不具合は新年度以

降、改善する予定です。 

窓口対応満足度については、達成目標値87.0％のところ、アンケ

ートの結果が86.9％となり、達成率が99.9％で評価はBとなりまし

た。 

郷土資料の受入点数は達成目標値が2,800点のところ、年度末の

見込みが2,803点で達成率が100.1％となり、評価はAとなります。 

大活字本の所蔵冊数は達成率が99.6％で、評価はB、新規購入冊

数の全蔵書に対する割合が3.5％の見込みとなり、評価はBとなりま

す。 

 

管理運営費についてご説明します。 

29、30年度は決算額、令和元年度は予算額ですが、事業費の年度

ごとの増減は、施設の改修費の増減によるものです。計画的に施設

の改修をしておりますが、年度ごとに多少の増減は発生します。 

 



6 
 

委員長 

 

委員長 

 

 

委員 

 

委員長 

 

 

 

 

事務局・奉仕係長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局・文書資料室長 

 

 

それでは、ただ今の説明について質問・意見はありませんか。 

 

基本評価は数値で客観的に評価してるので、このままの評価とし

たいと思いますがどうでしょうか。 

 

異議なし 

 

それでは次に、「重点事項評価」の審議に入ります。 

８ページの重点事項評価「１ 当市をはじめとする郷土に関する

各種資料の収集・保存・活用に努める」について事務局から説明を

お願いします。 

 

（１）重点事業の事業別評価について①から⑤の説明を行い、そ

れらの総括である「（２）重点事業の総括評価について」をご説明

します。 

①貴重資料の公開についてですが、貴重資料には、書や絵図・書

簡・絵画などがあり、エントランスで、展示期間を決めて展示して

います。毎月展示を変え、フェイスブックでお知らせしています。 

また、資料のデジタル化を行うことで、直接来館しなくても貴重資

料を見ることができます。新潟県立図書館の「越後佐渡デジタルラ

イブラリー」では、当館の貴重資料60点ほどを公開しています。小

林虎三郎の小學國史などをページをめくるイメージで見ることが

できます。以上のことから、この事業の評価については、Aとしま

した。 

②郷土資料の充実については、11ページをご覧ください。 

郷土資料については、長岡市内の資料を中心に、新潟県内の郷土資

料について収集しています。一般向けに流通しない本や、行政機関

が発行する本についても、新聞や雑誌などで出版情報を調べて、幅

広い資料の収集に努めています。長岡市が発行する資料について

は、毎年度、庁内ＬＡＮで寄付の依頼をしています。今年度は、資

料収集家の方から、郷土資料をいただく機会に恵まれまして、12

月までに2,253点を受け入れています。また、寄付された資料を登

録して目次情報のデータを登録することで、インターネット検索で

きるようにするなど、研究者の方の利便性向上を図っています。 

以上のことから、この事業の評価についてはAとしました。 

 

次に③古文書等の歴史資料の収集・保存・活用について説明しま

す。文書資料室では、古文書解読講座と市史双書を読む会を開催い

たしました。市史双書を読む会については、昨年度刊行しました安
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事務局・奉仕係長 

 

 

 

委員長 

 

委員 

 

 

 

事務局・館長 

 

 

 

 

 

委員 

 

禅寺文書を活用して行うとともに、今年度は現地見学会も開催し、

参加者から好評でした。また、今年度末に新しく刊行する市史双書

につきましては、70年前に開催された新潟県産業博覧会、通称長岡

博に関する資料集を、現在編集中です。 

以上のことから、この事業の評価については、Aとしました。 

④歴史公文書の収集・保存・活用についてですが、これは市の保

存年限を満了した公文書の中から、歴史的に価値があるものを選ん

で、収集・整理・保存するというものです。市の公文書管理部署等

関係部署と連携しながら作業を進めており、現在順調に進んでいま

す。以上のことから、この事業の評価については、Aとしました。 

⑤長岡市災害復興文庫の収集・整理・保存・活用についてですが、

中越地震以降の災害の被災した歴史資料や、災害そのものの記録を

収集・保存する取り組みです。この事業では、市民の皆様、資料整

理ボランティアの皆様からご尽力いただいて古文書や、災害に関す

る新聞資料の整備などを行いました。また、国会図書館の「ひなぎ

く」とも連携しておりまして、今年度は、太田コミュニティセンタ

ーで撮影された記録写真をコンテンツとして追加しました。来年が

東日本大震災10年ということもありまして、福島関係資料等の問い

合わせも最近増えています。 

以上のことから、この事業の評価については、Aとしました。 

 

この項目の総括ですが、幅広い郷土資料の収集に努めるととも

に、長岡市災害復興文庫事業を推進し、長岡市の災害と復興の経

験・教訓を全国に発信したことから総括評価をAとしました。 

 

ただ今の説明について質問はありませんか。 

 

総括評価について、若干疑問があります。郷土に関する各種資料

等の収集には、地元出身の画人の絵画の収集も含まれるのかなと思

うですが。 

 

絵画につきましては、現在は栃尾美術館が郷土の画家の絵画を収

集しております。図書館資料としては、以前寄贈があったものなど

を保存しておりますが、新規の購入は現在しておりません。絵画の

収集は、栃尾美術館で行っております。先ほどの説明は図書館資料

についてであるとご理解いただきたいと思います。 

 

去年の所蔵版画展のコレクションには感動したんですけど、ああ

いうものを図書館が所蔵していることを考えると、絵画等も収集の
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事務局・館長 

 

 

 

 

委員 

 

事務局・館長 

 

 

 

委員長 

 

委員 

 

 

委員長 

 

委員 

 

 

 

 

 

委員長 

 

事務局・文書資料室長 

 

 

 

委員長 

 

事務局・館長 

 

 

 

委員 

対象としてもよいのではないかと思っています。 

 

版画展でご覧いただいた約300点の版画ですが、中央図書館が開

館するときに、美術センターが併設の図書館ということで、開館に

合わせた収蔵したもので、その後は美術品の購入は行っておりませ

ん。 

 

 開館当初と美術品の収集方針が変わったということでしょうか。 

 

 新規の購入はしておりませんが、所蔵している資料の展示方法を

工夫するなどしており、美術書等を中心としたコレクションを大事

にしていこうという方針には変わりはありません。 

 

 他の委員は意見はありませんか。 

 

各項目の個別の評価を考えると総括評価としては、Aでいいので

はないかと思います。 

 

他の委員の方はよろしいでしょうか。 

 

④歴史公文書の収集・保存・活用についてですが、事業概要のと

ころでは「歴史公文書を収集・整理・保存のうえ、目録を作成し、

市役所での内部公開を検討する」となっているのに対して、評価の

ところでは「歴史公文書の適切な収集・整理・保存に努めた」とな

っているところが少し気になるのですが。 

 

④の項目について、事務局から説明をお願いします。 

 

歴史公文書については、収集・保存という点では確かに現状維持

のままでありましたが、情報公開請求には対応できたので、活用と

いう点では前進できたと考えて、評価させていただいたものです。 

 

 今の説明に対して、委員の皆様どうでしょうか。 

 

補足させていただきますと、この歴史公文書の活用とか公開とい

うのが、幅広く、本当に活用公開してると言えるまでには、まだち

ょっと検討が必要な状況でございます。 

 

資料の性格を考えるとなかなか難しいということは理解できま
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委員長 

 

 

委員 

 

委員長 

 

 

 

事務局・奉仕係長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局・庶務係長 

 

 

 

 

 

 

 

すが、資料の活用ということを項目として掲げているのが適切かど

うかを、次年度検討してもいいのかなとは思います。 

 

委員の皆様からご意見をいただきましたが、総括評価としてはA

ということでよろしいでしょうか。 

 

異議なし。 

 

それでは、17ページの重点事項評価「２ 課題解決に向けた資料

及びサービスの充実を図るとともに、利便性の向上に取り組む」に

ついて事務局から説明をお願いします。 

 

①図書館蔵書の充実については、各図書館でビジネス関連図書の

充実を行いました。中央図書館だけではなく、地域図書館にも、起

業・創業やプレゼン・イノベーションなど新しいビジネス書を置く

ことで、仕事に役立つ図書館という新しい機能を知っていただく機

会となりました。中央図書館では、ＡＩやサブスクリプションなど

話題のキーワードの関連図書を購入し、通常の本棚には入れずに新

刊図書だけを集めて展示をすることで、新しさをアピールしまし

た。また、利用者が情報を得やすいように、起業セミナーのチラシ

やポスターなどを併せて設置しました。評価については、ビジネス

書の充実を図ることができたということで、Aとしました。 

②レファレンスサービスの充実についてですが、図書館では様々

な問い合わせを窓口や電話、メールなどで受け、対応しています。

照会内容について係内で情報共有し、協力して調査をしており、文

書資料室や県立図書館に調査をお願いする場合もあります。今年度

は、12月までに46件のレファレンスがありました。調査は図書のほ

か、オンラインデータベースや国会図書館のレファレンス協同デー

タベースなどを参考に調査をしました。 

以上のことから、この事業の評価については、Aとしました。 

 

③図書館の環境整備について説明します。施設の老朽化によっ

て、改修・修繕を行わなければならない箇所が増えておりますが、

限られた予算の中で計画的に整備しております。今年度も計画どお

りに進めておりますが、予定外の工事が１件ありまして、６月に互

尊文庫の冷却塔に不具合が発生して急遽工事をしました。 

適切なタイミングで適切な修繕ができたということで、評価はA

としました。 
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事務局・奉仕係長 

 

 

委員長 

 

委員長 

 

 

委員 

 

委員長 

 

 

 

 

事務局・奉仕係長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局・指定管理者業

務チーフ 

重点事業の総括評価については、資料の充実や施設の改修により

利用者の利便性が向上したことから、総括評価をAとしました。 

 

それでは、ただ今の説明について質問・意見はありませんか。 

 

 それでは、この項目については事務局の評価でよろしいでしょう

か。 

 

異議なし 

 

それでは続きまして、21ページの重点事項評価「３ 積極的な広

報や各種機関などとの連携を進め、本と人とをつなぐ、様々な事業

を実施し、利用者の拡大を図る」について事務局から説明をお願い

します。 

 

①所蔵版画展ですが、中央図書館が所蔵する版画307点と、堀口

コレクションや美術図書に含まれる版画を美術センターに展示し

ました。錦絵から草間彌生らの現代作家まで気軽に楽しめる機会と

なりまして大変好評であり、22日間の会期中に1,888人の方がおい

でになりました。また関連イベントとして展示解説を２回行いまし

た。 

以上のことから、この事業の評価については、Aとしました。 

②各種機関と連携した事業の実施についてですが、今年度は「太

宰治生誕110年記念 全国47都道府県の図書館で関連図書展示」に

参加しました。太宰の生誕地である青森県の五所川原市立図書館の

呼びかけで、47都道府県の58の図書館がそれぞれの図書館で持って

いる関連図書を展示したもので、新潟県からは長岡市のみの参加で

した。6月10日から30日まで関連図書と五所川原市から提供された

太宰記念館のポスターなどを展示し、新潟日報、毎日新聞、ケーブ

ルテレビから取材を受けました。 

このほか、健康課と連携した自殺予防の関連図書の展示、まちゼ

ミコーナーと図書リスト作成などを行いました。コラボすることで

図書館だけではなく、連携先からも広報することになって、普段図

書館に関心のない方の目にも触れる機会になっていると思います。 

残念ながら、来館者数や貸出冊数の増加につなげることができな

かったことから、この評価事業の評価はBとしました。 

 

③地域館における特色資料や地域の特色を生かした事業の実施

について説明します。 
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事務局・奉仕係長 

 

 

 

委員長 

 

委員 

 

事務局・館長 

 

 

 

委員 

 

 

事務局・館長 

 

 

 

特色資料に関連した、または地域の団体や学校と連携した事業と

いたしまして、具体例を２つ挙げています。まず、北地域図書館で

の活動である「ＹＡ朗読会」ですが、中越高校放送部の生徒や卒業

生による絵本の朗読会を実施しました。また、終了後には高齢者施

設から朗読の依頼があったとのことで、高校生の活動を発信する貴

重な機会になったと思います。もう一つは南地域図書館での活動で

ある「長岡農業高校出張園芸教室」です。長岡農業高校生活環境科

の先生と生徒を講師に、苔玉の作り方や管理方法についてご指導い

ただきました。一緒に作業をすることで、多世代の交流を図ること

ができました。 

図書館資料を活用した事業の取り組みとしまして、例年開催して

いる「図書館を使った学習コンクールin長岡」の報告をします。昨

年度は77作品の応募でしたが、今年度は123作品と昨年度比159％と

大幅に増加いたしました。作品づくりを１年生、３年生全員で取り

組んでくださった小学校もありました。なお、今年度、地域コンク

ール最優秀賞３作品を全国コンクールに推薦・出品したところ、１

作品が優良賞、２作品が佳作を受賞しました。 

事業の評価については、事業の効果が上がっていることから、評

価はAAとしました。 

 

この重点事業の総括評価については、各種事業を通じて利用者の

拡大を図りましたが、来館者数、貸出冊数、利用者数は目標値を上

回ることができなかったということで、総括評価をBとしました。 

 

ただ今の説明についてご質問、ご意見をお願いいたします。 

 

貸出冊数にはこだわるんでしょうか。 

 

色々な事業に取り組んだ結果として貸出冊数が伸びれば良かっ

たのですが、数値としては目標値に達しなかったということで、B

という評価としました。 

 

版画展の入館者数が1,888人とのことですが、この数字は全体の

評価には反映されないのですか。 

 

個別の項目としては、所蔵版画展は評価Aとしましたが、各種機

関と連携した事業については、来館者数や貸出冊数を増やすことに

はつながらなかったので評価はBとしました。評価Bの項目がありま

すので、総括評価もBとしたものです。 
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委員 

 

 

 

 

委員長 

 

委員 

 

 

 

 

事務局・奉仕係長 

 

 

 

委員長 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

委員 

 

委員長 

 

 

 

 来館者数や貸出冊数だけに重きを置いて評価する必要もないの

ではないかと思います。私は版画展を数回見させてもらいました

が、すごい展覧会だと思いましたし、総括評価としてはAでもよい

のではないかと思います。 

 

 他の委員は意見はありませんか。 

 

B評価だった事業についでですが、貸出冊数がなかなか伸びない

ということで苦労されているとのことですが、本屋のように本を紹

介するポップのようなものをつけるとよいのではないかと思いま

す。図書館では、本にポップを付けることは可能ですか。 

 

 ポップを付けたこともあります。認知症ブックフェアでは、認知

症の方が書いた本に、著者の手書きのコメントを張り付けたことが

あります。 

 

所蔵版画展がすばらしかったので、その項目の評価をAAにして、

総括評価をAにしたらどうかという趣旨に意見が出たと思います

が、他の委員は意見はいかがでしょうか。 

 

 特別コーナーを設置する場合は、本をびっしりと並べるよりも、

もっと気軽に本を手に取りやすい展示方法の方が良いのではない

かと感じました。 

 評価については、貸出冊数は増えなかったが、特設展示コーナー

の設置などの事業はしっかりとできていたと思うので、②の「各種

機関と連携した事業の実施」の項目と総括評価はAでもよかったの

ではないでしょうか。 

 

 皆様の意見を集約すると、貸出冊数などの数値は増えなかったが

事業の質は高かったということを評価して、②の「各種機関と連携

した事業の実施」の項目を評価BからAに、総括評価もBからAに変更

するということでよろしいでしょうか。 

 

異議なし 

 

それでは、27ページの重点事項評価「４ 長岡市子ども読書活動

推進計画に基づき、子どもや若者が本に親しむ環境づくりに取り組

む」について事務局から説明をお願いします。 
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事務局・奉仕係長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

委員長 

 

 

 

①子ども読書活動推進計画関連事業の実施についてですが、新規

事業としてベビーパックの貸し出しを行いました。これは赤ちゃん

とお母さんがゆっくり絵本を選ぶ時間がないとか、たくさんある絵

本の中から何を借りたらよいかわからないという声にお応えして、

絵本３冊パックを10種類作ったものです。テーマは、食べ物や乗り

物など赤ちゃんに身近なテーマを選びました。中央図書館には10

種類を３セットずつ設置しましたが、好評で、いつも残り少ない状

態になっています。そのほかに子どもの読書週間に合わせて20冊ま

で借りられるキャンペーンやリーフレットの配布、謎解きゲームを

行いました。 

以上のことから、この事業の評価については、AAとしました。 

②図書館サービスの充実についてですが、今年度も中高校生の謎

解きイベント「図書館からの挑戦状」を中央図書館と地域図書館で

開催しました。内容は、図書館の本を使って解いたり、各コーナー

を回ってもらうような問題を解いてもらうもので、図書館をより知

ってもらいたいという狙いです。また、中・高校生向けのＹＡコー

ナーのリニューアルを行い、表紙を見せて展示する場所を多く設け

ました。さらに自習室の前に中高校生向けの図書をカートに乗せて

展示をして、借りられるようにしました。中高校生向けの広報誌は

年間４回発行していますが、今年度から市内の全中学生と各高校に

配布しています。 

以上のことから、この事業の評価については、Aとしました。 

③米百俵号による特別巡回の実施についてですが、米百俵号は２

台で、普段は図書館から遠い地域を巡回して100ヶ所で貸し出しを

行っていますが、特別巡回として地域でのイベントに参加したり、

米百俵祭りや雪しか祭りに参加して子どもたちに喜ばれています。

夏休みには児童館や児童クラブを訪問して、貸し出しやお話し会、

工作などを行っています。 

以上のことから、この事業の評価については、Aとしました。 

総括評価については、ベビーパックや米百俵号などの取り組みを

通して、子どもの読書活動の推進に繋がる活動ができたとして、AA

としました。 

 

それでは、ただ今の説明について質問・意見はありませんか。 

 

それでは、この項目については事務局の評価でよろしいでしょう

か。 
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委員 

 

委員長 

 

 

 

 

事務局・館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

委員長 

 

 

委員 

 

委員長 

 

 

 

異議なし 

 

それでは、33ページの重点事項評価「５ 市民の要望・意見を広

く取り上げ、図書館運営に反映させる」と37ページの「６ 勉強会

や職場内研修をはじめ様々な研修機会を確保し、図書館職員の資質

の向上を図る」について事務局から説明をお願いします。 

 

「５ 市民の要望・意見を広く取り上げ、図書館運営に反映させ

る」について説明します。事業の内容としては、①利用者アンケー

トの実施、②友の会事業、③ご意見ポストの設置ということでして、

それぞれ例年どおりの事業を実施しておりますが、その中で、友の

会事業について説明させていただきます。友の会は、遠藤会長のも

と様々な事業で図書館にご協力いただいております。図書館視察と

いうことで、４月に市内３大学の図書館の見学を行い、参加者の方

から非常に好評でした。また柏崎市立図書館の後援会との交流な

ど、独自の活動を行ってくださいまして、普段も書架整理のご協力

をいただいておりまして、感謝申し上げます。 

事業の評価ですが、①利用者アンケートの実施については評価A、

②友の会事業については、実績が高かったので評価AA、③ご意見ポ

ストの設置については評価A、総括評価はAとしました。 

「６ 勉強会や職場内研修をはじめ様々な研修機会を確保し、図

書館職員の資質の向上を図る」についてですが、様々な研修に参加

して職員のレベルアップを図っておりまして、外部での研修に参加

するだけではなく、職場内研修として、外部での研修の効果を内部

に生かすという取り組みにも図書館全体で取り組んでおります。 

以上のことから事業の評価は、①外部研修、②職場内研修につい

ては、ともに評価A、総括評価はAとしました。 

 

それでは、ただ今の説明について質問・意見はありませんか。 

 

それでは、⑤と⑥の２つの項目については事務局の評価でよろし

いでしょうか。 

 

異議なし 

 

以上で令和元年度の活動評価につきましては、全ての項目につい

て評価が決まったわけですが、ここで２ページの「評価の概要」に

ついて事務局から説明をお願いします。 
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事務局・補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

委員長 

 

委員 

 

委員長 

 

 

委員長 

 

 

事務局・館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

委員長 

 

 

委員 

 

委員長 

皆様の審議の結果を反映して、全体の活動評価を述べます。 

基本評価は、今年度から公表値と実績値を比較して評価する方法

に変更するとともに、中央図書館開館日数など３項目を参考数値に

変更した。その結果、評価対象の10項目中１項目がA評価、９項目

がB評価となり、C評価はなかった。 

重点事項評価は、事項別評価の19項目では、AA評価が３項目、A

評価が、16項目となった。また、総合評価では、AA評価が１項目、

A評価が５項目であったことから、全体としては、優れた取り組み

がいくつかあり、成果が上がってるといえる。以上です。 

 

それでは、ただ今の説明について質問・意見はありませんか。 

 

 それでは、この内容でよろしいでしょうか。 

 

 異議なし 

 

それでは、３ページの図書館協議会の意見については、本日の議

論・意見を踏まえて、私と事務局でまとめさせていただきます。 

 

次に、協議事項の項目②「令和２年度の運営方針（案）について」、

事務局から説明をお願いします。 

 

令和２年度の長岡市立図書館の運営方針、重点事項、指定管理者

制度に伴う運営の基本方針については、継続的・計画的に事業を行

っていくため、前年度と同様したいものであります。例年、運営方

針はほぼ同じですが、重点事項はその年の特徴を持たせた文言を入

れている時もありました。近年ですと、図書館100周年のときには

そのようなことを盛り込んだ表現をしておりました。100周年も終

わりまして、読書推進活動を継続的・計画的に安定的な運用を行っ

ていくため、引き続き同じ重点事項でいきたいということです。 

 

ただ今の説明について質問・意見はありませんか。 

 

平成31年度と同じ運営方針で継続して頑張るということで、この

内容でよろしいでしょうか。 

 

異議なし 

 

次に、協議事項の項目③「令和２年度の主な事業計画（案）につ
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事務局・館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

委員 

 

 

 

委員長 

 

委員長 

 

 

委員 

 

委員長 

 

いて」、事務局から説明をお願いします。 

 

令和２年度の事業計画ですが、記載のとおり、子ども読書活動の

推進を中心に、美術センターの自主企画事業、各種施設設備の改修

などを行います。新年度の重点事項としましては、子ども読書活動

の推進の中の「幼年向け絵本セット（キッズパック）」の貸出しを

新規事業として予定しております。こちらは、今年度実施した０・

１・２歳児向けの「赤ちゃん向け絵本セット（ベビーパック）」が

大変好評でしたので、今度は３・４・５歳児向けの絵本パックを貸

出しするものです。各事業につきましては、３月議会での予算議決

後にこのように進めていく予定です。 

 

ただ今の説明について質問・意見はありませんか。 

 

 若者の薬物乱用を防ぐため、図書館で中高生に対して薬物の危険

性について正しい知識を広めるような企画をしていただけたらい

いなと思います。 

 

 他の委員は意見はありませんか。 

 

 それでは、令和２年度の主な事業計画については、この内容でよ

ろしいでしょうか。 

 

異議なし 

 

以上で本日の議事を全て終了します。皆様のご協力ありがとうご

ざいました。 

 

９ 会議資料   別添のとおり 

 


